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翻
　
　

訳

モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
二
〇
一
五
年
改
正
草
案

中
　
村
　

真
　
咲

は
じ

め

に

モ
ン
ゴ
ル

の
現
行

憲
法

は
一
九
九
二
年
一
月

匸
二
日

に
採

択
さ
れ
た
も
の
で
、
社
会
主

義
を
放
棄
し
、

複
数
政

党
制

と
市
場

経
済
の
導

入

を
宣
言

す
る
憲
法

で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル

の
脱
社
会
主

義
の
過

程
に
お
い
て
、

自
由
選
挙

に
よ
る
政

権
交
代

が
一
九
九
六
年

に
実
現
し

た
こ
と
は
国

際
社
会

か
ら
高
く
評
価

さ
れ
た
が
、

そ
の
一
方

で
選
挙

の
た
び
に
政

権
交
代

が
起
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
政

治
的
混
乱

を
招

い
た
。
ま
た
、
国

営
企
業

の
民

営
化
、

農
牧
業

協
同

組
合

お
よ
び
国

営
農
場

の
解
体
な
ど
の
経
済
政

策
は
、

貧
富
の
格
差
の
拡
大

や

汚
職

の
蔓
延

を
も
た
ら
し
、
国
民

の
政

治
不
信

を
強

め
、

新
た
な
政

権
交
代

の
原
因

と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
政

治
的
、

経
済
的

な
混
乱

の

連
鎖
を
防

ぐ
た
め
に
、

統
治
機

構
の
改

革
の
た
め
の
憲
法
改
正

が
た
び
た
び
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
二
〇
〇
〇
年

匸
一
月
一
四
日

に

は
憲
法

の
一

部
が
改
正

さ
れ
た
。

７



さ
ら
に
、
二
〇

匸

一
年
か

ら
二
〇

こ
（

年

に
か
け
て
モ
ン

ゴ
ル

国
家
大
会

議
と
国
連
開
発
計
画

（
Ｉにｙ
Ｚ
Ｄ
巴

に
よ

る
「

参
加
型
立
法
　
　
２

プ
ロ
セ
ス
支

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
実

施
さ
れ
、

そ
の
一

環
と
し

て
モ
ン
ゴ
ル

憲
法

に
関
す
る
包
括
的

な
研

究
が
開
始

さ
れ
た
。
こ
の
研

究
チ

ー
ム

は
、

モ
ン
ゴ
ル

の
法

学
者
、
裁
判

官
、

お
よ

び
ア
メ
リ

カ
の
法

学
者
を
顧
問

と
し
て
構
成

さ
れ
、
そ

の
成

果
と
し
て
報
告

書

『
民
主
主
義
を
強
化
す

る
た
め
に
モ
ン
ゴ
ル
憲
法
が
果
た
す
役
割
一
分
析
』
（
二
〇
一
五
年
五
月
五
日
）

が
刊
行

さ
れ
た
。

ま
た
、
二
〇

匸
二
年
二
月
八
日

に
国
家
大
会

議
議
長

に
よ
り
任

命
さ
れ
た
憲
法
改
正

に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
は
、

憲
法

に
追

加
、

変
更

を
加

え
る
必
要

か
お
る
と
の
結
論
を
出
し

た
。
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
一
月

匸
二
日

に
新
た
に
国
会
大
会

議
議
長

に
よ
っ
て
任

命

さ
れ

た
憲
法
改
正

に
関
す

る
ワ

ー
キ

ン
グ
グ
ル

ー
プ

は
、
「
モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法

に
挿
入

す
る
追
加
、
変
更

に
関
す

る
草

案
」
を
起
草
し
、

こ
れ
は
二
〇
一
五
年
一
一
月
六
日

に
モ
ン
ゴ
ル
国
家
大
会

議
に
上

程
さ
れ
た
。

草
案

の
内

容
は
、

議
員
定
数
の
増
員
、
国
家
大
会

議
お
よ
び
地
方

議
会

の
議
員
の
任
期
延
長
、
行
政
機

関
の
間

の
権
限
の
調
整
、
地
方

行
政
単
位

の
変
更
手

続
、
地
方

議
会

議
員
の
選
出
手

続
き
の
変
更
、
地
方
行
政
機

関
の
首
長

の
選
任
手

続
き
の
変
更

な
ど
多
岐

に
わ
た
る

が
、
上
記

の
報
告
書
『
民
主
主

義
を
強

化
す
る
た
め
に
モ
ン
ゴ
ル

憲
法

が
果
た
す
役
割
一
分
析
』

の
提
案
内

容
と
重

な
る
部
分
が
多
く
、

同

報
告
書
の
影

響
を
受

け
て
い
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

し

か
し
、
現
行

憲
法

で
は
、
「
国
家
大
会
議
は
、
定
期
選
挙
実
施
前
六
ヵ
月
以
内
に
憲
法
改
正

を
行

っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
第
六
九

条
三

項
）

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
翌
二
〇

二
（

年
六
月

に
国
家
大
会

議
の
定
期
選
挙

が
迫
る
な
か
で
、

事
実
上
、

憲
法
改
正
草
案

の
審
議
を
行

う
こ
と
は
不
可

能
で
あ
っ
た
。
憲
法
改
正
草
案

は
審
議
未
了

と
な
り
、
二
〇

二
（

年
秋
以

降
の
国
家
大
会

議
で
の
審
議
に
持
ち
越
さ
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
審
議
の
時
間

が
不
足
し

て
い
る
た
め
に
憲
法
改
正

が
不
可

能
で
あ
る
こ
と
を
知
り

つ
つ
、

あ
え
て
改
正
草
案

を
二
〇
一

五
年
一
一
月

に
上

程
し

た
こ
と
は
不
可

解
で
あ
り
、

そ
の
背
景

に
翌
年

の
国
家
大
会

議
選
挙

に
向
け
た
政

治
的

な
駆

け
引

き
が
あ
る
と
見
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る
者
は
少

な
く
な
い
。

二
〇

二
（

年
秋
以

降
の
国
家
大
会

議
で
二
〇
一
五
年
改
正
草
案

が
継
続
審
議
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
二
〇
一
七
年

に
入
り

憲
法

改
正
手

続
に
討

論
型
世

論
調
査

を
導
入

す
る
法
案

が
採

択
さ
れ
る
な
ど
、

憲
法
改
正

に
向
け
た
動

き
は
新
た
な
展
開

を
見
せ

て
い
る
。
こ

の
新
た
な
憲
法
改
正

の
動

き
の
中

で
、
二
〇
一
五
年
改
正
草
案

を
基
に
し

た
新
た
な
草
案

の
作

成
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

モ
ン
ゴ
ル

憲
法

を
め
ぐ
る
議
論
状
況

を
知

る
た
め
の
重
要

な
資
料

と
し

て
、
二
〇
一
五
年
改
正
草
案

お
よ
び
そ
の
解
説
を
翻

訳
す
る
こ
と
と
し

た
。
な
お
、
翻

訳
に
あ
た
り
、

モ
ン
ゴ
ル
国
家
大
会

議
の
ウ
ェ
ッ
ブ
サ
イ
ト
で
公

開
さ
れ
て
い
る
「

モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

に
挿
入

す
る
追
加
、

変
更
」
（
草
案
）
お
よ
び
「
モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
に
挿
入
す

る
追
加
、
変
更
に
関
す

る
草
案
の
解
説
」
を
底
本
と
し
た
。

ｊ



草
案

モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
に
挿
入
す
る
追
加
、
変
更

第
一

条
　
「
モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
」
を
「
モ
ン
ゴ
ル
国
母
法
」
と
い
う
名
称
と
す

る
。

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市

第
二

条
　

モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

第
2
7条
６
項

の
「
会

議
を
」

と
い
う
部
分
の
後
に
「

憲
法

に
規
定
し

て
い
な
け
れ
ば
」

と
い
う
文

章
を
、

第

2
9条
Ｉ
項

に
「
閣

僚
の
三

分
の
一

を
超

え
な
け
れ
ば
、
国
家
大
会

議
議
員
で
あ
っ
て
も
良
い
」

と
い
う
三
行
目

の
文

章
を
そ
れ

ぞ
れ
挿

人

す
る
。

第
三

条
　

モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

の
次

の
条
、
項
、
号

を
以
下

の
よ
う
に
変
更

す
る

Ｉ

ｎ
　

第
2
5条
Ｉ
項
６
号

一

〇
　

首
相

の
任

命
、

解
任
、
罷

免

幻
　

第
3
1条
４
項

一

４
．
大

統
領

の
選
出

を
国
家
大
会

議
議
員
、

ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

の
住
民
代
表

者
会

議

議
長

た
ち
を
参
加

さ
せ

た
構
成
員
た
ち
が
議
論
し
、

秘
密
投
票

を
行

い
、

多
数
を
得
た
候
補
者
を
国
家
大
会

議
は
大

統
領

に
選
出

さ
れ

４
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た
も
の
と
み

な
し
、

そ
の
権
限
を
承
認

す
る
法
律

を
公

布
す
る
。

㈲
　

第
3
9条
２
項

一

２
．
政

府
は
下
記

の
省
を
持
つ
。

1 ）2 ）3 ）4 ）5 ）6 ）7 ）8 ）9 ）

財

務
省

内

務
法

務
省

外

務
省

環
境
発

展
省

防
衛

省

教
育
省

保
健
社
会

保
護

省

農
牧
業

省

社
会

基
盤
省

モ
ン
ゴ
ル
国

首
相

が
必
要

で
あ
る
と
み

な
せ

ば
、
政

府
の
活
動

の
特
定
の
問
題

に
責
任

を
持
つ
三
人
以
下

の
閣

僚
を
追
加

で
き
る
。
首

相

は
、
内
閣

の
構
成
員
に
関
す
る
考
え
を
国
家
大
会

議
で
提
議
す
る
。

ｊ



む
　

第
3
9条
３
項

３
．

首
相

は
内
閣

構
成
員
を
任

命
、

解
任
、
罷

免
す
る
決

定
を
大

統
領

に
上

申
し
、
国
家
大
会

議
に
上

程
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
決

定

を
承
認
し

た
国
家
大
会

議
の
決

議
は
可
決

さ
れ
た
も
の
と
み

な
す
。

印
　

第
4
3条
３
項

一

３
．
国
家
大
会

議
の
全
議
員
の
過
半

数
が
、

首
相

の
罷

免
と
と
も
に
新
た
な
首
相

の
任

命
に
つ
い
て
上

程
す
る
な
ら
ば
、
国
家
大
会

議
は

当
該
問
題

を
三
日
以
内

に
審
議
す
る
。
過
半

数
の
賛
成
に
よ
り
、

こ
れ
が
支

持
さ
れ
た
場
合

に
は
、

新
し

い
首
相

を
任

命
し
、

前
首
相

を
罷

免
す
る
国
家
大
会

議
の
決

議
は
可
決

さ
れ
た
も
の
と
み

な
す
。

印
　

第
5
1条
２
項

一

２
．
最

高
裁
判
所
裁
判

官
は
、
司
法

総
評

議
会

の
推
薦
に
よ
り
国
家
大
会

議
が
こ
れ
を
承
認
し
、

そ
の
他

の
裁
判
所
裁
判

官
は
司
法

総
評

議
会

の
推
薦
に
よ
り
、

そ
れ

ぞ
れ
大

統
領

が
こ
れ
を
大

統
領

令
に
よ
り
任

命
す
る
。
最

高
裁
判
所
長

官
は
、
最

高
裁
判
所
裁
判

官
の
中

か
ら
三
年
間

の
任
期

で
多
数
決

の
秘
密
投
票

で
選
出

す
る
。
そ
れ
を
一
回

ま
で
再
選

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｄ
　

第
5
6条
２
項

２
．

検
事
総
長

は
首
相

が
こ
れ
を
推
薦
し
、
国
家
大
会

議
の
承
認
に
よ
り
大

統
領

が
六
年
間

の
任
期

で
大

統
領

令
に
よ
り
任

命
す
る
。

６
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印
　

第
5
7条
Ｉ
、
３
項

Ｉ
．

モ
ン
ゴ
ル
国

の
領
域

は
、
行
政
単
位

で
は
ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

に
、

ア
イ
マ
ク
は

ソ
ム
、
市

に
、

ソ
ム
は
バ
グ
に
、
市

は
ホ
ロ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

は
行
政

の

特
別
単
位

で
あ
り
、

そ
の
管
理

の
権
限
、

当
該
単
位

の
中

の
行
政

組
織
、

活
動

規
則
は
法
律

に
よ
っ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

３

。
行
政
単
位

の
変
更

は
、

経
済
構
造
、
人

口
分
布
に
基

づ
い
て
、

当
該
地
域

の
会

議
、

住
民

の
意
見

を
考
慮
し

て
国
家
大
会

議
が
こ
れ

を
決

定
す
る
。

㈹
　

第
5
8条
Ｉ
項

１
．

ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

お
よ
び
ソ
ム
、
市

は
、
法
律

に
よ
り

特
別

に
与

え
ら
れ
た
任

務
と
自
治
権
を
有
す
る
経
済
的
、
社
会
的

な
複
合

体
で
あ
り
、

そ
の
領
域

の
境
界

線
は
内
閣

の
提
議
に
よ
り
、
国
家
大
会

議
が
こ
れ
を

可
決

す
る
。

㈲
　

第
5
9条
３
項

３
．

住
民
代
表

者
会

議
の
選
挙

で
政

党
が
候
補
者
を
推
薦
せ

ず
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
住
民

総
会

か
ら
ソ

ム
、
市

の
住
民
代
表

者
会

議
の
代

表

者
を
、

ソ
ム
、
市

の
住
民
代
表

者
会

議
か
ら
ア
イ
マ
ク
の
住
民
代
表

者
会

議
の
代
表

を
そ
れ

ぞ
れ
選
出
し
、

住
民
代
表

者
会

議
を
構

成
す
る
。
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

の
住
民
代
表

者
会

議
を
選
出
し
、

構
成
す
る
規
則
は
、
法
律

に
よ
　
　
７



り

こ
れ
を
決

定
す
る
。

ｍ

第
6
0条

―
。
ア
イ

マ
ク
、
ウ
ラ
ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、
エ
ル

デ
ネ

″
卜
市
お
よ
び
ソ
ム
、
市
、

バ
グ
、
ホ

ロ
ー
に
お
け
る
行
政
管
理
は
、

当
該
の
ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

お
よ
び
ソ
ム
、
市
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
首
長

が
こ
れ
を

執
行

す
る
。

２

。
ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

の
首
長

を
首
相

が
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
首
長

を
ソ

ム
、
市

の

首
長

が
、

そ
れ

ぞ
れ
五
年
間

の
任
期

で
任

命
し
、

解
任

す
る
。
ソ

ム
、
市

の
首
長

を
住
民

は
五
年
間

の
任
期

で
直
接
選
出
し
、

ア
イ
マ

グ
の
首
長

が
こ
れ
を
承
認
し
、

そ
の
法
律

で
示
し

た
根
拠

に
よ
り

解
任
し
、
罷

免
す
る
。
ソ
ム
、
市

の
首
長

の
選
挙

に
お
い
て
、
政

党

は
候
補
者
を
推
薦
せ

ず
、

た
だ
市
民

に
よ
る
立

候
補
の
み

と
す
る
。

３

。
首
長

は
、
次

の
首
長

が
任

命
さ
れ
る
ま
で
全
権
を
保
持
す
る
。

吻
　

第
6
1条
２
、
４
項

２
．

当
該
の
段

階
の
首
長

は
、

住
民
代
表

者
会

議
の
決

定
に
対
し

て
拒
否

権
を
持
つ
。

∂
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４

。
バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
他

の
行
政
単
位

の
首
長

は
、

事
務
局

を
有
す
る
。
事
務
局

の
構
成
、

定
員
の
制

限
は
、
政

府
が
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い

て
、

あ
る
い
は
一
律

に
こ
れ
を
定
め
る
。
行
政
単
位

に
お
け
る
行
政

管
理

は
、

当
該
段

階
の
首
長

が
こ
れ
を
執
行

す
る
。
法
律

で
規
定

さ
れ
て
い
な
い
場
合

に
は
、
行
政

の
特
別

義
務
の
管
理

は
、
中
央

集
中

管
理

の
原

則
に
よ
り

こ
れ
を
執
行

す
る
。

1
3．

第
6
2条
３
項

３
．
国
家
大
会

議
が
必
要

と
認
め
た
場
合

に
は
、

自
ら
の
権
限
に
属

す
る
問
題

の
決

定
を
ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン

市
、

エ
ル

デ
ネ

。
卜
市

の
住
民
代
表
会

議
に
移

管
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四

条
モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

の
第
2
1条
Ｉ
項

の
「
7
6」

と
い
う
部
分
を
「
9
9」

に
、

当
該
条
項

の
２
項
、

第
2
4条
２
項
、

第
4
0条
Ｉ
項

の
「
４
」

を
「
５
」

に
、

第
2
4条
Ｉ
項

の
「
公
開
」

を
「

秘
密
」

に
、

第
2
5条

―
項
一
１１
の
指
示
、

第
5
9条

―
項

の
「
行
政

と
地
域
」

と
い
う
部
分
を

「
行
政
」

に
、

第
４

章
の
見

出
し
の
「
行
政
と
地
域
」

と
い
う
部
分
を
「
行
政
」

に
、
第
2
7条
６

項
の
「
首
相
、

閣
僚
」
と
い

う
部

分
を

「
首
相
」

に
、

第
6
3条
３
項

の
「
行
政
と
地
域
」

と
い
う
部
分
を
「
行
政
」

に
、
第
3
0条
２

項
の
「
四
年
の
任
期

を
も
っ
て
」
と

い
う
部

分
を
「
六
年

の
任
期

を
も
っ
て
一

度
」

に
、

第
3
7条
２
項

の
「
国
家
大
会

議
は
大

統
領
選
挙

を
四
ヵ
月
以
内

に
公
示
し
、
実

施
す
る
」

と

い
う
部
分
を
「
大

統
領

を
二
ヵ
月
以
内

に
選
出

す
る
」

と
、

第
4
8条

―
項

の
「

ア
イ
マ
ク
、

首
都
裁
判
所
、
ソ

ム
、

あ
る
い
は
ソ
ム
間
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
」

と
い
う
部
分
を
「
地
域
」

に
、

第
5
9条
２
項

の
「

首
都
、
ソ

ム
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
に
お
い
て
は
、

当
該
地
域

の
」

と
い
う
部

分
を
「

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市
、

お
よ
び
ソ
ム
、
市

に
お
い
て
は
当
該
行
政
単
位

の
」

に
、

第
6
2条
１
　
　
９



項

の
「

ア
イ
マ
ク
、

首
都
、

ソ
ム
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
地
域

に
お
け
る
経
済
、
社
会
生

活
の
諸
問
題

を
」

と
い
う
部
分
を
　
　
仞

「
地
域
に
お
け

る
経
済
、
社
会
生
活
の
諸
問
題
を
法
律
に
よ

っ
て
与
え
ら
れ
た
権
限
の
範
囲
内
で
」
に
、
第
6
3条
Ｉ

項
の
「
首
都
、
ソ
ム
、

ド
ゥ
ー
レ

グ
」

と
い
う
部
分
を
「

ウ
ラ
ン

バ
ー
ト
ル

市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

お
よ
び
ソ

ム
、

市
」

に
、

第
6
5条
Ｉ
項

の

「
大
統
領
」
と
い
う
部
分
を
「
内
閣
」
に
そ
れ

ぞ
れ
変
更
す

る
。

第
五

条
モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

の
第
2
4条
Ｉ
項

の
「
国
家
大
会

議
の
当
該
表
決

に
残
っ
た
政

党
、

連
合

の
そ
れ

ぞ
れ
か
ら
国
家
大
会

議
副
議
長

を
選

出
す

る
」

と
い
う
二

つ
目
の
文

章
、

第
2
5条
Ｉ

項
の
「

い
か

な
る
問
題
に
つ
い
て
も
審
議
す

る
こ

と
が
で
き
、
ま

た
」
、
第
2
5条
１
項
３

号

の
「
大

統
領

お
よ
び
」
、
第
2
6条
Ｉ

項
の
「
大
統
領
」
、

第
4
3条
２
項

の
「

ま
た
は
閣

僚
の
半

数
が
同

時
に
」

と
い
う
部
分
を
そ
れ

ぞ
れ

削

除
す
る
。

第
六

条
モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

の
第
3
1条
Ｉ
、
３
、
５
、
６
、
７
項
、

第
3
3条
１
項
３
、
1
0号
、

第
3
3条
４
項
、

第
4
3条
４
項
、

第
4
4条
、

第
5
7条

２
項
、

第
5
8条
２
項
、

第
6
1条
３
項
、

第
6
2条
２
項

を
そ
れ

ぞ
れ
無
効
に
す
る
。

第
七

条
モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

の
追
加
、

変
更

を
　
年
　

月
　

日
　

時
よ
り
国
中

に
お
い
て
施
行

す
る
。
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モ
ン
ゴ
ル
国
憲
法
に
挿
入
す
る
追
加
、
変
更
の
草
案
に
関
す
る
解
説

モ
ン
ゴ
ル
国

憲
法

が
一
九
九
二
年

に
採

択
さ
れ
て
か
ら
二
三
年

が
経
っ
た
。
こ
の
間

に
憲
法

に
伴

っ
て
制

定
さ
れ
た
法
律

で
示

さ
れ
た

通
り
、
モ
ン
ゴ
ル
国
の
行
政

機
構
を
新

た
に
整
備
し
、
法
令
を
憲
法

に
合
わ
せ
て
全
面

的
に
整
備
し

た
。
こ
れ
に
従
っ
て
、
国
家
の
社
会
、

政

治
、

経
済
生

活
に
お
け
る
原

則
を
変
革
し
、

こ
れ
ら
は
次

第
に
洗
練
さ
れ
、
発

展
し

つ
つ
あ
る
。

憲
法
を
遵
守
す
る
過
程
で
、
政

府
機
関
の
間
お
よ
び
国
家
大
会

議
の
活
動
に
と

っ
て
緊
急
の
諸
問
題
に
関
連
す
る
憲
法

の
第
2
2条
２
項
、

第
2
4条
Ｉ
項
、

第
2
7条
２
、
６
項
、

第
2
9条
１
項
、

第
3
3条
２
項
２
号
、

第
3
9条
２
項

に
計
七

つ
の
追
加
、

変
更

を
挿
入

す
る
こ
と
を
、

国
家
大
会

議
は
二
〇
〇
一
年

匸
一
月
一
四
日

に
承
認
し

た
の
で
あ
っ
た
。

憲
法

を
採

択
し

て
以

降
、

モ
ン
ゴ
ル
国
大

統
領
、
国
家
大
会

議
、
地
方

の
住
民
代
表

者
会

議
の
六
回

の
通

常
選
挙

が
そ
れ

ぞ
れ
実

施
さ

れ
、

憲
法

に
従

い
内
閣

が

匸
二
回

組
閣

さ
れ
、

活
動

を
行

っ
て
き
た
。
憲
法

で
示
し

た
行
政

の
執
行
、
司
法

権
力
機

関
の
活
動

は
通

常
通

り

に
遂
行

さ
れ
、

そ
の
発

展
に
見
合

っ
た
経
験
が
蓄

積
さ
れ
た
。

過
去

に
は
、

モ
ン
ゴ
ル

の
国
家

の
業

績
、

成
果
と
と
も
に
多
く
の
厳
し

い
試

練
を
乗
り

越
え
、
発

展
の
過

程
で
は
教
訓

と
な
る
多
く
の

困
難

が
あ
り
、
混
乱

を
と
も
な
う
諸
問
題

と
直
面
し
、

そ
れ
ら
を
解
決
し

た
決

定
に
は
、
今
日

の
社
会

で
は
多
く
の
肯
定
的

な
、

あ
る
い

は
否

定
的

な
評
価
、

結
論
、

考
察
、
評
判

が
普
及
し

て
い
る
。

社
会
発

展
の
過

程
で
緊

急
の
諸
問
題

を
憲
法

と
関
連
付

け
て
考
え
、
次

第
に
憲
法

に
追
加
、

変
更

を
加

え
る
こ
と
で
解
決
し

よ
う
と
す

る
考
え
、

提
案

が
出

る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
憲
法

に
加

え
る
追
加
、

変
更

に
関
す
る
六

つ
の
草
案

を
そ
の
時
々
の
国
家
大
会

議
議
員
が

主
導
し

て
国
家
大
会

議
で
提
案
し

て
き
た
。

７ ７



国
家
大
会

議
議
長

の
二
〇

匸
二
年
二
月
八
日

の
2
7号

命
令
に
よ
り
任

命
さ
れ
た
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
活
動

を
開
始
し
、
現
行

憲
法
　
　
7
2

の
作
用

に
よ
り
社
会

に
生

起
し

た
問
題

の
原
因

を
考
慮
し

て
憲
法

に
追
加
、

変
更

を
加

え
る
必
要

が
あ
る
と
結
論
付

け
た
の
で
あ
る
。

こ
の
結
論
を
根
拠

に
し

て
、

憲
法

に
加

え
る
追
加
、

変
更

の
草
案

を
起
草

す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
が
国
家
大
会

議
議
長

の
二
〇
一

五
年
一
月
十
三
日

の
８
号

命
令
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
、

活
動
し

て
い
る
。

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
は
、
二
〇
一
五
年
一
月
二
一
日

か
ら
憲
法

へ
の
追
加
、

変
更

の
挿
入

に
関
連
し

て
事
前
に
行

っ
た
研

究
と
結
論

を
紹
介
し
、

憲
法

に
追
加
、

変
更

を
加

え
る
根
拠
、
必
要

性
に
つ
い
て
一
五
回

の
会

議
で
議
論
し

て
意
見

を
統
一
し
、

関
連
す
る
問
題

の

調
査

結
果
と
資
料

を
提
出
し

た
。
ま
た
、
国
家
大
会

議
議
員
、
政

府
関
係
機

関
の
代
表

と
面
会
し

て
意
見

を
聴
取
し
、

憲
法
改
正

に
つ
い

て
国
家
大
会

議
に
招

集
し

た
市
民

の
意
見

を
研

究
す
る
な
ど
の
作
業

を
基
に
、

憲
法

の
追
加
、

変
更

に
関
す
る
草
案

を
「

モ
ン
ゴ
ル
国

憲

法

に
追
加
、

変
更

を
挿
入

す
る
規
則
に
関
す
る
法
律
」

と
合

わ
せ

て
起
草
し

た
。

憲
法

に
挿
入

す
る
追
加
、

変
更

に
関
す
る
概
念
に
つ
い
て
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル

ー
プ
の
意
見

は
一

致
し
、

そ
れ
に
合

わ
せ

て
憲
法

に
挿
入

す
る
追
加
、

変
更

に
は
、
以
下

の
基
本
的

な
問
題

を
特
に
考
慮
に
入

れ
た
。
そ
れ
は
、
次

の
通
り

で
あ
る
。

社
会

関
係

を
調
整
す
る
法
律

の
基
準

の
拠
り
所

と
し

て
、

あ
る

べ
き
姿
を
考
慮
し

て
憲
法

を
「
母
法
」

と
名
付

け
る
こ
と
が
適
切

で
あ

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
以
下

の
基
本
的

な
問
題

を
憲
法

の
追
加
、

変
更

に
関
す
る
草
案

に
述

べ
る
。

行
政

組
織
に
つ
い
て
憲
法

に
述

べ
た
原

則
を
侵

害
せ

ず
に
国
家
大
会

議
、
大

統
領
、
内
閣

の
間

の
相

関
関
係
、
均
衡
、

権
限
の
相
違

を

明

確
に
さ
せ
、

と
り

わ
け
政

府
が
安
定
し

て
機

能
す
る
法

環
境
を
整
え
る
た
め
に
、

憲
法

の
関
係

す
る
条
項

に
次

の
迫
加
、

変
更

を
挿
入

す
る
考
え
を
起
草
し

た
。
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―
。
諸
外
国

の
議
会

の
議
員
定
数
を
人

口
と
比

較
し

て
研

究
し
、
一
九
九
二
年
以

降
の
人

口
増
加

を
考
慮
し

て
、
国
家
大
会

議
の
代
表

能

力

を
高
め
る
た
め
に
、
国
家
大
会

議
の
議
員
定
数
を
増
員
し

て
九
十
九

と
す
る
。

２

。
国
家
大
会

議
、
内
閣

の
全
権
期
間

は
四
年
間

で
あ
る
が
、

こ
れ
は
内
閣

が
計
画

を
実
行

す
る
た
め
に
十

分
な
期
間

で
は
な
い
の
で
、

こ
の
期
間

を
延
長
し

て
五
年
間

と
す
る
た
め
に
憲
法

第
2
1条
に
変
更

を
加

え
る
。
こ
の
変
更

に
よ
っ
て
計
画

を
五
年
間

で
行

う
こ
と
に

な
る
の
で
、
近

隣
諸
国

と
協
力
す
る
巨
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

や
対

策
を
実
行

す
る
こ
と
が
容
易

に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
大
会

議
の
全

権
期
間

を
五
年
間

に
す
る
こ
と
と
関
連
し

て
、
内
閣
、
地
方

の
代
表

者
会

議
、

首
長

の
全
権
期
間

を
五
年
間

と
す
る
た
め
に
、

憲
法

第

2
1条
２
項
、

第
2
4条
２
項
、

第
3
0条
２
項
、

第
4
0条
Ｉ
項
、

第
5
9条
３
項
、

第
6
0条
２
項

の
「
四
年
」

を
「
五
年
」

に
そ
れ

ぞ
れ
変
更

す
る
。

３1 ）

行
政
機

関
の
間

の
権
限
を
相
互

に
管
理
し
、
均
衡
状

態
を
改

善
さ
せ

る
た
め
に
、
以
下

の
変
更

を
挿
入

す
る

Ｉ

首
相

が
指
名

す
る
内
閣
閣

僚
構
成
員
の
直
接

の
任

命
、
内
閣

の
構
成
、

構
成
員
の
人

数
を
憲
法

で
定
め
、
国
家
大
会

議
議
員
が
内
閣

構
成
員
を
兼
任

す
る
た
め
の
制

約
を
定
め
、

首
相

の
解
任

と
次
期

首
相

の
任

命
を
同

時
提
案
し
決

定
す
る
こ
と
、

モ
ン
ゴ
ル
国
大

統
領

の
全
権
、

お
よ
び
大

統
領

を
選
出

す
る
規
則
を
、
大

統
領

は
行
政

の
代
表

で
あ
り
、
人
民

の
団

結
の
象
徴

で
あ
る
と
い
う
原

則
に
則
っ

て
変
更

す
る
。

幻
　

全
段

階
の
裁
判

官
の
大

統
領

令
に
よ
る
任

命
を
裁
判

官
の
不
可
侵

を
保
証
す
る
原

則
に
一
層

適
合

さ
せ

る
た
め
に
、

憲
法

の
関
係

す

7j



る
条
項

に
変
更

を
加

え
て
、

憲
法
裁
判
所

の
構
成
、

お
よ
び
検
事
総
長

の
任

命
に
あ
た
り
内
閣

を
参
加

さ
せ

る
。

４

。
　

モ
ン
ゴ
ル
国

の
領
域

の
行
政

分
割
、
地
方

自
治
機

関
の
法
的

関
係

を
現

在
の
必
要

に
合

わ
せ

て
、
以
下

の
よ
う
に
変
更

す
る

Ｉ

ｎ
　

モ
ン
ゴ
ル
国

の
領
域

の
行
政
単
位

は
、

ア
イ
マ
ク
、

ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

に
、

ア
イ
マ
ク
は
ソ

ム
、
市

に
、
ソ

ム
は
バ
グ
に
、
市

は
ホ
ロ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
ウ
ラ

ン
バ
ー
ト
ル
市
、
タ
ル

パ
ン
市
、

エ
ル

デ
ネ

″
卜
市

は
行
政

の
特

別
単
位

で
あ
り
、

そ
の
管
理

権
限
、
行
政

組
織
、

活
動

規
則
は
法
律

に
よ
り

定
め
る
と
い
う
変
更

を
加

え
る
。
行
政
単
位

の
変
更

は
、

経
済
組
織
、
人

口
の
所

在
を
根
拠

と
し

て
当
該
地
域

の
会

議
、

住
民

の
意
見

を
考
慮
し

て
、
国
家
大
会

議
が
こ
れ
を
決

定
す
る
。

2 ）

住
民
代
表

者
会

議
の
選
挙

に
お
い
て
、
政

党
が
立

候
補
者
を
出

さ
な
い
な
ら
ば
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
住
民

総
会

か
ら
ソ
ム
、
市

の
住

民
代
表

者
会

議
の
代
表

者
を
、

ソ
ム
、
市

の
住
民
代
表

者
会

議
か
ら
ア
イ
マ
ク
の
住
民
代
表

者
会

議
の
代
表

を
そ
れ

ぞ
れ
選
出
し
、

住

民
代
表

者
会

議
を
設
立

す
る
。

㈲
　

ア
イ
マ
ク
、

首
都
の
首
長

は
首
相

が
、

バ
グ
、

ホ
ロ
ー
の
首
長

は
ソ
ム
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
の
首
長

が
、

そ
れ

ぞ
れ
五
年
間

の
任
期

で
任

命
、

解
任

す
る
。
ソ
ム
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
の
首
長

の
選
挙

に
お
い
て
、
政

党
が
立

候
補
者
を
出

さ
ず
、
市
民

が
立

候
補
す
る
な
ら
ば
、

ソ

ム
、

ド
ゥ
ー
レ
グ
の
首
長

を
住
民

が
五
年
間

の
任
期

で
直
接
選
挙
し
、

ア
イ
マ
ク
、

首
都
の
首
長

が
こ
れ
を
承
認
し
、

ま
た
法
律

で
示

さ
れ
た
根
拠

に
も
と

づ
き
解
職
、
辞
職

さ
せ

る
た
め
に
、

憲
法

の
関
係

す
る
条
項

に
変
更

を
加

え
る
。

草
案
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案
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